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概要 

東京国際空港は，大規模地震が発生した場合でも空港機能を維持し緊急物資等の輸送拠点となる役割が求められて

いる．そのためには，滑走路や誘導路等への地震による影響を最小限にとどめ，速やかな運用開始が可能な耐震化が

なされていることが条件となる． 

東京国際空港では，誘導路などの液状化対策に続き，今後は滑走路の耐震化が計画されている．液状化対策工の施

工期間を通じて滑走路舗装面には，孔口防護キャップと呼ばれる鋼製の蓋が設置されることとなるが，滑走路を発着

する航空機の運用に対する安全性，滑走路内の施工制約条件を考慮した構造が求められる．  

本稿では，東京国際空港の C 滑走路を対象として孔口防護キャップの構造の検討を行うとともに，現地実証実験等

により確認した安全性および施工性に関する課題とそれらに対する対応策について報告する． 
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図-1 滑走路用防護キャップの構造案 
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←リブ 

   図-2 鉛直方向のひずみの概念図（▼載荷方向）

 

圧縮
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図-5 現地実証実験位置図（C1誘導路） 

凡例 
   提案型防護キャップ 95箇所 
   従来型防護キャップ 158箇所 

写真-1提案型防護キャップ設置状況（C1誘導路）

① ② ④ 
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高さ（H）185mm 

外径190mm 

下部開口径150mm 
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●蓋の表面は， 
粗面処理 

●角部の面取り 
●ねじによる締込み 
固定 

【凡例】 
① 本体 
② 蓋 
③ ロックバー 
④ 六角ボルト 
⑤ ナット 
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   図-4 水平方向のひずみの概念図（▼載荷方向）
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鋼板製治具→ 

A1（最頂部）
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図-3 鉛直方向のひずみ特性 
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